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(1) The Canada Council Grant 
(2) Foundation for Education and Social Development， Boston 





が， 1975年に CanadaCouncilは DOEの編纂に対して1976年以降 5年間
の助成金の支給を決定した。 ζれはこの projectが実質的に完了すると見倣
されている期間の資金面の保証であると考えられる。







された RobartsLibrary の14階(長ヒ階)の 14281， 1428:~ " 14285およ
び14290~J室の内部尽にな っ ている。
なお， 1975年度には，乙れらに加えて， .Macdonald-Stewart ，Foundation 
の補助も受けているが，詳細は:不明である。






(7) .Proof-reading of text print-out~ ・
Madisonから届けられる computertext print-outsの校1E:・照合作業は
テクストの確定にとって軍要である。
(8) 'Printing-out of Concordances. 
Eのすべてのテクスト個々の concordanceが編まれる。
(9) CompiJing DOE， making use of concordances (8)・ :mtljlH mi 




















hanlberli!日闘でがωの段階で乃oenix(PLan for !)(JEの 4text心51"で
3，. 4)を終了， ζれをタイピスト峨し，ぃmeron教授は Anp，/ο 
ダinorPOel:1，lS の'lex:
Jr，lnt"'outsの校正をしてLVV 25120日κj
ha山 rlin慢+は Juliana(同 A，. 3. 5)および Waム二f(同 A3
)Jζついて前日と同じ作業を行い， cωan…I 














口cordan ついては 10 ¥' ，a州の Wate:rloo大学の協力で，
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いわゆる KWAC(key word out of context)方式をとり，散文の場合は
kev wordの前後それぞれ10，_11語を含めて引用，韻文の場合は keyword 
の合まれる一行を引用する(従って，最終的に配列されると， key word 
t:げは縦一本のコラムをなす)形式をとったものが，すでに OEのいくつ
かの作品について computersheetででき上がり ， DOEの編集室に附
されていた。しかし，その後，辞書編纂の目的により有効な KWIC(key 
word in contex)方式が採用され，引用は散文・韻文ともに keywordを
合 trone sentenceという形式のものが， Madison.の Wisconsin大学の協
Lで、作成されつつある。筆者は滞在帆，An樗彬glωaι似xon
J. C. Pope (ed.)， Hornilzes 0/ Aelfricそれぞれの concordanceが com-
outer sheetの形で、すで、に完成し，前者は21分冊i乙，後者は 7分冊i乙分けらLているのを手にと って見ることができた。 W. W. Skω(ed. ) t
Ael {ric's Lives of the .Saintsの concordanceもすでに幾分冊かが届いてい
て， J 乙れらはし、ずれも 14281室に保管されていた。最も新しい情報では，
Wisconsin大学の Venezky教授，さらに Yale大学の Robinson教授も加
{て，乙れらの computer concordanceを microfischeの形で刊行する計
ふ目下検討されているそうである。乙れが DOEの projectとは別個の
















1975年 2月20日に Montreal大学から Bratley教授と IJusignan博士が
DOE編纂室に来訪し， Cameron教授と協議を開始したが， computerを
使用して photo-composition'Cより DOEを編集する試案がその後できた





Exeter Collegeの M.R. Godden氏が編者に決定し， Toronto Old En-
glish Seriesの総称のもえで，かなり のテクストがすでに編集スタッフの元に
集まっている様子である。 ζのシリーズの最初のものとして Raymond










1 Angus F. Cameron教授
Cameron教授は1941年 NovaScotiaの生れ。 Oxford大学 Jesus
Collegeの出身。 tutorは JohnBurrow氏。 Supervisorは故 Alistair
Campbell教授。問8年に“TheOld English Nouns of Colour，asem制 ic
S叫"で B.Litt を取得。周年 Toronto大学に赴任し現在にいたるJ
Jesus College在籍中から例の Boswωth-T伽 t An. Anglo・smon Dit: 
tzonary 'C不満を持ち，特に referenceの行き届いた OEの包括的な辞書の
必要を痛感していた。乙の頃から LincolnCollegeの ChristopherJ・E.





















1974年 2月 Oxford大学の AlistairCampbell教授が現職のまま急逝され
たが，同教授は DOEの InternationalAdvisory Committeeの一員であ っ
た。同年 Toronto大学の中世研究センターは同教授の語学関係の蔵書を購
入する乙とを決定し， 1975年 7月に現物が到着した。蔵書のうち書籍類は大




ーー は1975年 1月1'0日から 6週間， Toronto大学構内の宿舎である




xford， Bodleian， Bodley 340 f. 123 -128 "1>atrJl Sunday，." 
xfo:rd， Bodleian， Bodley 34'0 f. 144. -152v“In Sabhato Sancto・
xJord， Bodleian， Junius 121 f. 63 -64 "I..eofa 'man te is nl)'cel 
pearf tat dl Vas driht.e口licantide georne getence. 
(845 ) 
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In computer Corrections 
1st stage 2nd stage 
Proofread concordances concord ances 
reada ble form entered run run 
Poetry A11 A11 A11 A11 
AE旺hc
Bl -B14 Wulfstan 
Prose All Anonymous B1-B2 
B17 -B21 hom出es
ゐe出ius
Soliloq山es
4 psalters 
Interlinear 
Rushworth 
A11 Gospels 
Glosses Glossed 
. 
Hymns 
Glosaries Al1 
Inscriptions A11 
なお， Oxfordの ChristopherBall氏は，公務多忙のため，1976年11月
をもって編者を辞したとのことである。 (1977年 1月31日)
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